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S04a GENJIプログラム:VLBIモニター観測による電波銀河 3C 84の長期変動
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3C 84は電波銀河NGC1275(z = 0.0176)に付随する比較的近傍にあるガンマ線AGNである。本天体では、2008
年以降の Fermi衛星の観測によってGeVガンマ線で増光が確認され、電波帯でもジェット成分において同期した
増光がみられている。VLBI観測にでは sub-pc程度までスケールを分解できるためVLBIを用いて電波ジェット
とガンマ線活動との関係性を探るのに最適な天体の一つである。
GENJIプログラムでは、2010年 11月より 3C 84を、VERAを用いた 22GHz帯での 1–2週間という高頻度な

VLBIモニター観測を行ってきた。我々は約 2年半にわたるモニター観測によって、sub-pcスケールでは電波コ
アとそれとは下流の成分の 2成分で電波増光が起こっていることを確認した。電波光度の変化の大半を担ってい
るのは電波コアから 1 pc程度下流にある成分であり、SMA 1.3mmや Fermiの観測による光度曲線と比較する
と、この成分はmm帯からGeV帯に至る多波長において 2000年代後半から増光している領域であると考えられ
る。一方で、2013年 1月に Fermiで観測されたGeVガンマ線フレアの前後半年では、電波コア部分においてわ
ずかな増光が見られ、同様の傾向がVLBAによる 43GHzの観測においても確認できる。
本講演では、GENJIプログラムを通して観測された 2011年 1月から 2013年 10月における全 65エポックの観

測結果を報告し、多波長での観測との比較を行うことにより電波ジェットとガンマ線活動の関係性について議論
する。


